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Abstract

The purpose of this study was to examine sex differences in subjective symptoms of fatigue 
(SSF) in high school and college students by considering the relationship between subjective feeling 
of fatigue and life habits.

A questionnaire on SSF (54 items), dealing with subjective feeling of fatigue and life habits 
(frequency of exercise, going to sleep, waking in the morning and physical condition) was adminis-
tered to 5622 healthy students aged 15-20 yr, and data of 5335 properly completed questionnaires 
was analyzed.

The following was determined :
1) Sex differences were confirmed in most SSF items. SSF complaints for females was generally 

higher than that of males.
2) The relationship between SSF and the age was low in both sexes.
3) Subjective feeling of fatigue is somewhat related to SSF.
4) The going to sleep last night influence on SSF was different in both sexes and related largely 

to the next day SSF in males.
5) Waking this morning and today's physical condition are related to SSF in both sexes.
6) In males, the influence of exercise habits on SSF regarding drowsiness is relatively large.

(Jpn. J. Phys. Fitness Sports Med. 1999, 48: 619-630)
key word : subjective symptoms of fatigue, sex difference, adolescence, life habit

I.緒 言

今 日の健康教育において,人 々が,個 人あるい

は集団の中で自発的に,健 康へ 向け,学 習,行

動変容のプロセスを援助することが重視されてい

る1).こ れを受け,学 校生活においても授業等 を

通 して保健教育が行われている現状において,知

識の教授のみならず,健 康習慣の実践的な態度の

育成が望 まれている2).疲 労自覚症状は,青 年期

の 日常生活における健康の指標として有効性が指
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摘 されてお り3～5),疲 労自覚症状尺度の充実が

健康習慣の実践 において重要な課題 と考えられ

る.本 来労働環境での適用 を目的とした 「自覚症

状 しらべ」6)や 「蓄積的疲労徴候調査」7)に代表

される疲労 自覚症状尺度は,こ れまで様々な分野

で利用 されている3～5).し か し,開 発の経緯及

び日常生活への適用等,幾 つかの間題を含んでい

るにもかかわらず8),1970年 の作成以来,根 本的

な解決はなされていない.

高度情報化社会への急激な進行による各種ス ト

レスの増加が,今 後の社会に悪影響を及ぼすと予

想されている9).こ の状況において,生 理学 ・生

化学をはじめ,脳 関連諸科学の進歩に伴い,脳 に

まつわるブラックボックスの内容が明らかにされ

つつある9).近 年,脳 に性差のあることが明確 と

なり,男 女の心理的 ・感情的な性差に少なくとも

脳の一部が関与していることが明らかになってき

た9).

これまで疲労 自覚症状に関する研究の多 くは性

差の存在を示唆 している3,10,11).例 えば 学校

環境では,高 校生を対象とした門田3)の研究にお

いて前述の労働環境 と同様,男 子よりも女子にお

いて疲労自覚症状の訴えが高 く,特 に注意集中の

困難において顕著であると報告 している.ま た,

中学生を対象 とした岩田たち12)の研究では,身

体的自覚症状において女子の訴え率が顕著である

ことを認めている.さ らに認知レベルにおいても

性差が報告13)さ れてお り,疲 労 自覚症状 に対す

る評価 は男子よりも女子において概ね高い傾向が

示されている.し かし,一 連の研究において,如

何 なる疲労自覚症状に性差があるかは具体的に明

らかにされておらず,加 えて疲労 自覚症状に関連

する要因を考慮 して詳細に性差を検討 した研究は

見 られない.

筆者 らは本研究に先立ち,青 年期の男子高校生

及び大学生を対象に,疲 労自覚症状における年齢

差,主 観的疲労感及び生活状況との関連について

検討を行った.本 研究は同様な観点から青年期 に

おける男女の疲労自覚症状の特徴 を明らかにする

とともに,そ の性差について検討することを目的

とした.

II.方 法

A.調 査対象者

F県 の全ての高校,高 等専門学校及び大学,H

道,A県,I県,M県 の一部の高校,高 等専門学

校,大 学に調査を依頼 した後,同 意の得 られた24

校に調査票を配布 し,15～20歳 の男女5622名 を対

象に質問紙法による調査 を実施 した.

B.調 査方法

調査は定期試験前の実施 を避けるよう配慮 し

た.ま た,調 査の実施において極力,月 及び金曜

日を避け,火,水 及び木曜 日のいずれかに可能な

限り午前中の講義時間を利用 した.ま た,体 育の

授業や立位姿勢で行 う実習等の授業後における調

査の実施を避け,講 義開始前に調査を実施するこ

とにより,身 体的作業負荷及び講義による精神的

作業負荷の影響を排除するよう努めた.

同一内容項目の得点の一致,及 びライスケール

の値を確認の上,デ ータの検証を行った結果,5335

名(男子3164名,女 子2171名,平 均年齢17.0歳)の

有効回答を得た.

C.調 査項目

1.疲 労自覚症状

疲労は種々の捉え方がなされている.本 研究で

は,大 島14)の定義を参考に,疲 労を 「環境から

のス トレッサーによって生ず る一種の防御反応

で,作 業量または質の低下,身 体諸機能の減退,

あるいは主観的に感 じられる不快感の総称」と捉

えることにした.筆 者 らは先行研究15)において

有効な疲労自覚症状調査項目を選択するために,

産業疲労研究会6)が提案する3因 子を設定 し,さ

らに,よ り多 くの疲労自覚症状 を広範且つ多面的

にとらえるよう,桐 原,蓮 尾,Wolfら11),お よ

び越河の提唱する特性7)を統合 ・整理 した.そ の

結果,疲 労自覚症状は、ねむけとだるさ,注 意集

中の困難,身 体違和感,抑 うつ,イ ライラ状態,

意欲の低下,気 力の減退,及 び身体不調の8領 域

から構成されると仮定された15).「 自覚症状 しら

べ」6)を含む各種 自覚疲労調査票7'16'17)から,自
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覚疲労症状の仮説構造を構成する各領域に対応す

る項 目を選択 した.自 由記述法と併せて154項 目

の疲労症状調査項 目を選択 し,項 目の妥当性及び

信頼性 を検討 した15).さ らに認知的評価 の観点

から,54項 目が疲労の内容 として重要視され且つ

多くの者に自覚 される内容であると判断され,再

選択 した15).本 研究はこの54項 目を用いて調査

を行った(表1参 照).な お,こ れら54項 目は先行

研究における因子分析によって5因 子(「集中思考

困難」,「だるさ」,「気力の減退」,「ねむけ」,「焦

燥身体違和感」)から構成 されることが確認 されて

いる14).本 研究では,こ の5因 子 を疲労 自覚症

状領域(以 下疲労領域)と し,結 果の解釈の一助
15・18・19)とした.

疲労自覚症状調査は,そ の時点及び最近におけ

る感 じる程度について,「非常にそうである(7)」

「そうである(6)」 「ややそうである(5)」 「どちら

ともいえない(4)」 「あまりそうではない(3)」 「そ

うではない(2)」 「全 くそうではない(1)」 の7段

階評定で回答 を求めた(括弧内の数値は付与 した

得点であり,後 述 も同様である).

2.主 観的疲労感,疲 労の内容及び生活状況

質問紙はフェイスシー ト(学校,学 年,学 科,

年齢,性 別,調 査時間),前 述の疲労自覚症状調

査54項 目,信 頼性検証用項目2項 目(54項 目内の

1項 目と同一質問項 目,ラ イスケール1項 目)に

加え,主 観的疲労感,生 活状況に関する質問から

構成された.主 観的疲労感は調査時点における全

体的な疲労の程度について4段 階評定(「疲れてい

ない(1)」「やや疲れている(2)」「疲れている(3)」

「非常に疲れている(4)」)で回答を促 した.

生活状況は健康習慣20)を考慮 し,運 動実施状

況,昨 晩の寝つき,今 朝の目覚め,及 び今 日の体

調について回答を得た.各 質問内容は次のとお り

である.

運動実施状況(「週に4日 以上(1)」 「週に2～3

日(2)」「週に1日 程度(3)」「月に1日 程度(4)」「年

に1～3回(5)」 「運動やスポーツは全 くしない

(6)」),昨晩の寝つき(「良い(1)」「やや良い(2)」「や

や悪い(3)」「悪い(4)」),今朝の目覚め(「快適(1)」
「やや快適(2)」 「やや不快(3)」 「不快(4)」),及 び

今 日の体調(「非常 に良い(1)」 「良い(2)」 「普通(3)」

「悪 い(4)」 「非常 に悪い(5)」) .

D.解 析内容

疲労自覚症状54項 目の項 目反応 カテゴリ比率,

平均値及び標準偏差を男女別に算出し,男 女間の

平均値差を検定 した.ま た,年 齢 との関連を検討

するために,年 齢を要因とする分散分析及び年齢

とのピアソンの積率相関係数を算出 した.

主観的疲労感を,疲 労 していない群(「疲れてい

ない」)と疲労 している群(「やや疲れている」,「疲

れている」及び 「非常に疲れている」の統合)の

2群 に分け,男 女別に疲労自覚症状54項 目の群間

の差異を検定 した.ま た,主 観的疲労感と疲労自

覚症状間のピアソンの積率相関係数を算出 した.

主観的疲労を共変量,各 生活状況を要因とする

疲労自覚症状54項 目の共分散分析を行った.

本研究では統計的有意水準5%を 採用 した.な

お,個 々の項 目毎の検定 において,第1種 の過誤

を犯す全体の確率を管理するために,Bonferroni

の方法に従い,有 意水準 を調整 した.つ まり,各

項目の有意(名 義)水準は α'=α/項目数=0.05/54

≒0.001を 利用 した.

III.結 果

A.疲 労自覚症状の性差

表1は,男 女毎の疲労自覚症状54項 目の反応カ

テゴリの比率,平 均値,標 準偏差,性 差の検定結

果,及 び男女間の平均値の差を示 している.項 目

反応カテゴリの比率における網掛けは,そ れらの

合計比率が50%以 上であることを示 している.男

女間の比較において,女 子 よりも男子において下

位カテゴリ(1:「 全 くそうではない」～3:「 あま

りそうではない」)の比率が高い項 目が多かった.

項目平均値の最 も高い項 目は,男子において「ね

むい(5.1)」,女 子において 「気分転換が したい

(5.5)」,一 方最も低い項目は,男 子において 「瞼

や筋肉がピクピクしている(2.6)」,女 子において
「話 をするのは嫌である(2 .4)」であった.

平均値の性差の検定結果,54項 目中41項 目にお

いて有意差が認められた.最 も性差の大きい項目
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Table 1. Ratio of item categories, Mean and standard deviation, sex difference of subjective symptoms of fatigue.

Note. Value of item categories are percent. Crosshatching: ‡”>50%. •õ P<0 .001

はNo41「 甘 い物が食べたい」(平均値の差=0.90)

で あ った.以 下同様 に0.5以 上 の差 が認め られた

項 目は,No33「 動 くのが面 倒 であ る」(0.51),

No26「 肩 が こっている」,(0.79)で あ った.有 意

な性差 の認め られた41項 目の うち,39項 目は女子

の平均値 が有意 に高 く,男 子 はNo13「 無 口になっ

ている」 とNo45「 話 をす るのが嫌 であ る」 の2

項 目のみ有意 に高 い値 であ った.

B.年 齢 との関連

表2は,年 齢を要因とする疲労自覚症状の分散

分析の結果及び年齢 と疲労自覚症状の相関係数を

算出した結果を示 している.分 散分析の結果,有

意な年齢間変動の認められた項目は,男 子で13項

目,女 子で15項 目であった.こ れらの項 目は,男

女のいずれにおいても年齢の高い者 よりも低い者

において値が高かった.ま た,疲 労 自覚症状 と年

齢 との相関係 数は男女 のいずれにおいて も,

-0.10～0.10の 範囲であった.
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Table 2. Mean and comparison of subjective symptoms of fatigue between age groups ; result
 of One-way ANOVAs and correlation coefficient.

•õ P<0.001, ** P<0.01, ns=not significant
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C.主 観的疲労感と疲労自覚症状との関連

表3は,主 観的疲労感と疲労自覚症状との関連

を検討 した結果である.「疲れていない」群 と 「疲

れている」群間の差の検定結果,女 子における

No46「 甘い物が食べたい」を除 く男女の全ての

項目において有意差が認められた.主 観的疲労感

との相関係数は,男 子において0.1～0.52,女 子

において0.03～0.53の 範囲であった.相 関係数の

最 も高い項 目は男女のいずれにおいて もNo49

「くた くたになっている」であ り
,最 も低い項 目

は男女のいずれにおいてもNo46「 甘い物が食べ

たい」であった.

D.疲 労自覚症状 と生活状況との関連

表4は,昨 晩の寝付 き,今 朝の目覚め,今 日の

体調及び運動実施状況の各生活状況を要因とし,

主観的疲労感を共変量 とする共分散分析の結果を

示 している.昨 晩の寝付きは,男 子では54項 目中

51項 目(94%)に 有意差が認められたが,女 子では

54項 目中30項 目(56%)に 有意差が認められた.女

子において有意差の認められなかった項目は,全

ての疲労領域に渡 り,特 に焦燥身体違和感におい

て,No22「 いらい らしている」 を除 く全ての項

目(7項 目中6項 目)に有意差は認められなかった.

今朝の目覚めでは,男 子において46項 目,女 子

において47項 目に有意差が認められた.No2「 あ

くびがでる」,No17「 ふ くらは ぎがだるい」,及

びNo45「 瞼や筋肉がピクピクしている」は男子

に有意差が認められなかったが,女 子に有意差が

認められた.男 子に有意差が認められ,女 子に有

意差が認められなかった項 目は,No44「 話 をす

るのは嫌である」及びNo13「 無口になっている」

の2項 目であった.男 女に有意差の認められな

かった項 目は,No26「 肩がこっている」,No30「 首

筋がはっている」,No35「 筋肉痛になっている」,

No46「 甘い物が食べたい」及びNo50「 気分転換

が したい」の5項 目であった.

今 日の体調は,男 子においてNo46「 甘い物が

食べたい」を除く全ての項 目に有意差が認められ,

女子ではNo2「 あ くびがでる」,No35「 筋肉痛

になっている」,No42「 怒 りっぽくなっている」,

No45「 瞼や筋肉が ピクピクしている」,No46「 甘

い物が食べたい」,及びNo50「 気分転換が したい」

の6項 目を除 く全 ての項 目に有意差が認められ

た.

運動実施状況では,男 子において54項 目中28項

目に有意差が認められ,女 子において同じく22項

目に有意差が認められた.男 女 ともに有意差が認

められた項 目は16項 目であった.そ のうち7項 目

はねむけに関する項 目であった.

IV.考 察

疲労自覚症状に関する先行研究の多 くは,一 般

に男子よりも女子において疲労自覚症状の訴えが

高い と報告 している3,4,11).こ のことについて,

幾つかの解釈があるものの11),詳 細 な検討がな

されているとは言い難い.本 研究は,青 年期学生

における疲労自覚症状の性差について,主 観的疲

労感及び生活状況を考慮 し,検 討することを目的

とした.

A.疲 労自覚症状の性差

疲労 自覚症状 における項 目反応 カテゴリの比

率,及 び平均値の性差の検定結果は,女 子の疲労

自覚症状の訴えが一般的に高い11)とする先行研

究の報告 と概ね一致する.ま た,男 子における項

目の反応カテゴリの比率及び平均値は,既 報の結

果18)と ほぼ一致 し,一 般的な反応傾向と判断で

きる.

特に性差の顕著(平 均値の差が0.5以 上)な 「甘

い物が食べたい」,「肩が こっている」,及 び 「動

くのが面倒である」の3項 目はいずれも男子より

も女子において高い値であった.甘 味に対する嗜

好には男女で違いがあ り,男 子よりも女子におい

て甘味に対する好みが強いとする報告が多 く見 ら

れる9).こ れは状況 によって大きく変化すること

のない,生 得的な性質と考えられている9).従 っ

て 「甘い物が食べたい」は,慎 重に性差を判断す

る必要がある症状 と考えられる.

「肩が こっている」の原因は
,一 般に姿勢不良

に起因する僧帽筋を中心 とした筋疲労 とされてい

る21).こ れ以外の原因には,何 らかの疾病 によ
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Table 3. Mean and standard deviation, comparison of subjective symptoms of fatigue

 between subjective feeling of fatigue categories ; result of t-test.

•õ P<0.001, **P<0.01, ns=not significant
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Table 4. Result of ANCOVA for life habits.

•õ P<0.001, ns=not significant
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る間接的な作用が考えられる.姿 勢不良に伴 う一

般的な肩こりが,正 しい姿勢維持の他に筋力 に依

存する部分が大きければ,性 差の根拠 を筋力の差

異に求めることも可能かもしれない.認 知 レベル

における肩の こりに関する疲労 自覚症状の評価

11)や
,心 理的ス トレス反応全般において,男 子

よりも女子の訴え率が高い22)こ とを考えると,

生理的な感覚 よりも主観的訴えの占める割合が高

いと推測 される.

「動 くのが面倒である」症状は
,モ チベーショ

ンの低下が考えられるとともに,基 礎的体力や基

礎代謝等,身 体資源における性差 との関連が窺え

る.

顕著な性差の認められた3項 目以外の殆 どの項

目においても,男 子よりも女子の値が高い傾向に

あり,一 般に男子よりも女子において疲労自覚症

状の訴えが高いと考えられる.こ の結果は,本 研

究の如 く現象 レベルのみならず,認 知レベルにお

いても同様な性差が報告されている13)ことから,

疲労自覚症状の性差は,環 境などの外的要因から

の感受性の性差ではなく,単 なる訴えの程度差 と

推測される.従 って,負 荷の程度を推定する目的

で疲労自覚症状の調査を行なう場合,性 差の存在

を前提に結果の解釈 を行なう必要性が示唆され

る.

B.年 齢の影響

労働環境における疲労 自覚症状の研究では,年

齢の高い者 よりも年齢の低い者において疲労自覚

症状の訴えが低い とされている11).本 研究にお

いて疲労 自覚症状 と年齢 との相関係数を算出した

結果,男 女ともに密接な関係は認められなかった.

しかし,分 散分析の結果,男 子において集中思考

困難,女 子において焦燥身体違和感に有意差の認

められた項 目が比較的多 く,年 齢が高い者ほど値

の低い傾向が窺えた.従 来の知見は若年者と中高

年の比較のように,年 齢の範囲が本研究よりも広

い11).先 行研究における年齢差の解釈として,

吉竹11)は,年 齢の高い者ほど疲労に対 して適切

な対処方略を備えていることを挙げ,予 め疲労 し

ないように対処を行なっているとしている.本 研

究において疲労 自覚症状に顕著な年齢の影響が窺

えなかったものの,疲 労領域によっては疲労に対

する認知的評価や対処行動の実践が窺える.こ の

ことについては今後,個 人の対処行動や対象年齢

の範囲を考慮 して検証する必要があろう.

C.主 観的疲労感の有無と疲労自覚症状の関連

個人レベルにおける疲労の判定は,疲 労の体験

としての疲労感から判断される.従 って,疲 労の

「有無」を取 り上げる場合
,個 々人の疲労感の内

省報告に頼ることとなる.疲 労感は主に大規模な

社会調査等23'24)において,全 体的な疲労感を問

う形式で用いられる.例えば,文部省の体力スポー

ツに関する健康調査24)で は,疲 労感を問う質問

として,「 ほとんど疲れていない」「やや疲れてい

る」「疲れている」「とても疲れている」の4段 階

評定 を採用 してい る.ま た,医 療 の分野 では

Piperetal.25)が100mmの ビジュアルアナログス

ケールを利用 して,疲 労感を推定 している.こ の

ように全体的な疲労感 を問う形式は簡便な疲労推

定尺度として利用 されており,本 研究はそれらを

主観的疲労感 として扱 うものである.

主観的疲労感に基づ く 「疲れていない」群 と
「疲れている」群間の疲労自覚症状の訴えは

,男

女 ともに全ての項 目において有意差が認め られ

た.従 って,疲 労の有無によって,疲 労自覚症状

の感 じ方が明らかに異なると判断される.

各疲労自覚症状 と主観的疲労感との相関係数は

多 くの項 目において中程度の値を示 した.主 観的

疲労感の程度によって,疲 労自覚症状の訴えは異

なり,主 観的疲労感が強いほど疲労自覚症状 も強

く自覚され,こ の傾向に顕著な性差はないと推測

される.吉 竹11)は9段 階評定による主観的疲労

感 と疲労自覚症状の関係 を検討 し,ね むけとだる

さ,注 意集中の困難及び身体違和感において0.54

～0 .84の相関係数を報告 している.疲 労感は疲労

自覚症状 に影響 を及ぼす要因の一つであるが,本

研究の結果から,主 観的疲労感はいかなる領域の

疲労自覚症状にも程度の差 こそあれ,概 ね影響を

及ぼすと考えられる.
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D.疲 労自覚症状 と生活状況の関連

前述の如 く,疲 労 自覚症状は主観的疲労感 と関

連 していることが明らかとなった.従 って,疲 労

自覚症状 に影響 を及ぼす生活状況 を検討するにあ

た り,主 観的疲労感は考慮すべ き要因と考えられ

る.そ こで,主 観的疲労感 を共変量 とし,生 活状

況を要因とする疲労 自覚症状の分散分析 を行っ

た.

昨晩の寝付 きが疲労自覚症状に及ぼす影響は,

男女によって異なる傾向を示 した.男 子において

寝付 きの良し悪 しは殆ど全ての疲労 自覚症状に影

響 を及ぼすのに対 し,女 子においては必ずしも疲

労自覚症状 に影響 を及ぼさないと考えられる.こ

の結果は,男 子は女子に比べ,徐 波睡眠の割合が

低 く,睡 眠時における中途覚醒の回数が高いこと
26)も関連するかもしれない.女 子 において,「 首

筋がはっている」,「目がしょぼしょぼしている」

等の身体違和感に関する症状は,昨 晩の寝付 きと

殆ど関連がなく,こ れらの症状 に対する生活状況

の影響は少ないと推測される.

今朝の 目覚めは,男 女とも多 くの疲労自覚症状

に影響を及ぼすと推測される.肩 のこりや筋肉痛

等の疲労自覚症状は男女ともに今朝の目覚めとの

関連が窺えず,目 覚めの快適さと肩こりや筋肉痛

の疲労自覚症状 とは,感 覚,知 覚,あ るいは認知

の観点が異なると考えられる.す なわち,目 覚め

と,肩 こりや筋肉痛とでは異なる生理機序 による

ものと推測される.「無口になっている」や 「話

をするのは嫌である」の焦燥に関する自覚症状

は,男 女によって異なる影響度を示 し,女 子にお

いて今朝の 目覚め との関連は低いと推測される.

女子の睡眠に対する満足度及び睡眠段階(脳 波,

眼球運動段階)は 男子 よりも低いと報告されてお

り26),本 研究において睡眠に関する生活状況 と

疲労自覚症状の関連が,男 子よりも女子において

低いことを裏付ける知見と考えられる.

今 日の体調は,男 女 ともに疲労自覚症状 に及ぼ

す影響が大 きい と考えられる.女 子において 「甘

い物が食べたくなる」,「瞼や筋肉がピクピクして

いる」等の6項 目との関連が低 く,こ れらのよう

に体調の良 し悪 しを判断するような根拠に乏 しい

と考えられる項 目内容を除き,概 ね体調と疲労自

覚症状は関連すると推測される.

運動実施状況において有意差の認められた項目

数は女子 よりも男子に多 く,運 動実施状況が疲労

自覚症状に及ぼす影響は男子 においてやや大きい

と考えられる.ね むけに関する疲労自覚症状は男

女 ともに運動実施状況との関連が比較的高いと推

測 される.定 期的な運動習慣が不安を始めとする

心理的ス トレスの低減に好影響 を及ぼすことは,

多 くの研究 が認め る ところであ る2).ま た,

WHO27)も 身体活動の効果として,心 臓血管系機

能や筋力の強化,ス トレス及び不安の低減,あ る

いは一般的安寧の獲得等,身 体的及び心理的全般

にわたる様々な効果を挙げている.本 研究の結果

において,先 行研究の報告を支持する顕著な関連

は窺えなかった.こ のことについて,生 活状況と

しての運動実施状況を運動実施頻度から捉 えてい

ることが理由として挙げられ,運 動実施状況に関

しては,運 動実施頻度に加え,時 間及び強度の観

点から捉 えることが望ましい.ま た,関 連の程度

を推定するにあた り,運 動実施頻度を間隔尺度と

仮定して相関係数を算出 していることも影響して

いると考えられる.今 後,こ れらの諸点を考慮し

検討する必要があろう.

女子において焦燥身体違和感に関する疲労自覚

症状 と運動実施状況 との関連は低いと考 えられ

る.特 に身体違和感に関する疲労自覚症状は授業

中の姿勢など,直 接的且つ比較的一時的な負荷が

身体の負担となって表出される内容であることか

ら,継 続的な習慣である運動実施状況との関連は

やや低いと推測される.本 研究の結果から,運 動

実施状況は,男 子のねむけに対 して影響を及ぼす

と推測されるとともに,他 の疲労自覚症状 に対 し

ては複合的に作用すると考えられる.

「甘い物が食べ たい」は男女 ともに,い ずれの

生活状況においても関連が窺えなかった.甘 味の

高い食物の摂取は,中 枢神経系の疲労時に効果的

との考えがあ り26),疲 労 自覚症状 として有効 な

内容と予測される.し かし,本 研究の結果から,

同様な考えは導出されなかった.
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V.結 語

本研究の目的は青年期学生 を対象に,日 常生活

における疲労 自覚症状の性差について,主 観的疲

労感,及 び生活状況の影響を踏 まえ,検 討するこ

とであった.

主な結果は以下のとおりである.

1)殆 どの疲労 自覚症状 において性差が認め ら

れ,男 子よりも女子の方が疲労自覚症状の訴

えは全体的に高い.

2)男 女 ともに疲労自覚症状に及ぼす年齢の影響

は全般的に低い.

3)主 観的疲労感は男女ともに殆どの疲労自覚症

状に程度の差こそあれ影響を及ぼす.

4)昨 晩の寝付 きが疲労自覚症状に及ぼす影響は

男女で異なり,男 子の方が翌日の疲労自覚症

状に大きく影響する.

5)今 朝の目覚めや今 日の体調は,男 女 ともに疲

労自覚症状全般に影響する.

6)男 子において運動実施状況がねむけに関する

疲労自覚症状 に及ぼす影響は比較的大 きい.

(受理日 平成11年8月30日)
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